
国は新しいエネルギー政策を定め、ＣＯ2排出の少ない天然ガスの利用を拡大するとともにコージェネレーション（熱電併用利用）の普及を図るため、かなりの補助金も用意されています。

　各企業、事業所としても老朽化したボイラーを更新し、熱利用の効率化を高め、同時にコストの削減を進めるチャンスです。

　このためまずコージェネレーションの技術、導入例などの勉強会を開催しますのでぜひご参加ください。

記

１．　日　時　　　　平成２７年２月６日（金）１３：３０～

２．　場　所　　　　静岡県産業経済会館３階会議室

３．　講　師　　　　
第1部　斉藤　雅晴　氏（ヤンマーエネルギーシステム株式会社

空調システム営業部　課長）

第2部　多田　克也　氏（静岡ガス株式会社　エネルギー営業部

都市エネルギーグループ　副課長）

４．　申込み　　　　静岡県環境ビジネス協議会

　　　　　　　　　　　　　　TEL054-252-9023　FAX054-652-0667

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　共催：静岡県環境ビジネス協議会

　　　　　　　　　　　　　　　コージェネレーション普及促進研究会

　　コージェネレーション普及促進研究会　（趣意書）

1． 趣旨

　　国が本年4月エネルギー計画を決定したが、この中で「石油、石炭系のボイラー及び工業炉について天然ガスへの燃料転換を促進する。2020年までに燃料消費に占めるガス比率（約１０％）の5割以上の増加、また天然ガスコージェネレーションの導入促進を図る。」としている。これ以外にも従来からの再生可能エネルギーや自然エネルギーも取り上げているが、新たなガスコージェネレーションの促進を掲げたことが注目される。このため補助金も用意され、老朽ボイラーの更新のチャンスも生み出されます。私たちはこのガスコージェネレーションの利点を把握し、その普及のための方策を研究するものです。

　

2． 名称

　　（仮称）　コージェネレーション普及促進研究会と称する。

３．　目的　　

　　　　　　　ガスコージェネレーションの普及促進を図るための方策を検討し、以って県内のエネルギー効率の向上のために寄与する。

4． 会員

　　　　　　　静岡県環境ビジネス協議会の会員で参加希望する者　

5． 活動

(1) ガスコージェネレーションの技術的情報収集

(2) ガスコージェネレーションに関するセミナーの開催

(3) ガスコージェネレーションの適用事例研究

(4) その他必要な事項

　　

6． 会計

　　　　　　本会の会計は協議会助成金及び会員の負担金とする。

　

7． 事務局

　　　　　　一般社団法人ウェルライフネットワーク内とする。　

　　　　　　静岡市葵区研屋町12番地　電話　054－253-8860（佐塚）































